
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
東
部
主
催

（富
士
宮

市
教
委
な
ど
後
援
）
の
講

演
会

「青
少
年
を
取
り
巻

く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
現

状
と
対
策
」
が
９
日
、
富

士
宮
市
役
所
で
開
か
れ
、

一い
¨
¨

工 直 法
」
”
月
時
”
｝

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト

一鰊
処
嵯
な
い
』
導
秘
嘲
降

ネ
ッ
ト
社
会
の
子
育
て
材外

∝
膨
思
郭
松
田
さ
ん
が
事
例
紹
介

暉一中鋼中時】̈一［一崚赫̈一， ３０Ａ枠熊一一
ネット社会での子育てに
ついて話す松田さん

．
松
田
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
結
ば
れ
る
携
帯

電
話
の
子
供
た
ち
の
所
有

率
が
、
高
校
生
に
な
れ
ば

ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
る
と

い
程

癸

禁

響

柔

ネ
ツ

ト
社
会
が
生
む
犯
罪
と
子

供
た
ち
が
隣
り
合
わ
せ
に

い
る
現
実
を
、
保
護
者
は

し

っ
か
り
受
け
止
め
て
対

処
す
る
必
要
性
を
提
起
。

そ
の
上
で
、
チ

ェ
■
ン

メ
ト
ル
に
よ
る

「い
じ
め
ヽ

教
室
内
で
の

「
い
じ
め
」

（
暴
行
）
の
映
像
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
映
像

が
遊
び
感
覚
で
出
回
り
、

悲
劇
を
生
ん
で
い
る
実
態
、

子
供
た
ち
が
本
人
に
か
か

わ
る
個
人
情
報
を
無
防
備

璽

零

治

で

３

一一石

―

サ
イ
ト
の
危
険
性
な
ど
を

紹
介
し
た
。

こ
う
し
た
悲
劇
は
家
庭

内
の
ち
ょ
っ
と
し
た
親
子

の
■
ラ
ブ
ル
が
引
き
金
と

な
り
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
深
刻
な
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ト
ス
も
あ
る

と
し
た
。

松
田
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト

社
会
や
情
報
技
術
が
無
く

な
る
わ
け
で
は
な
く
ヽ

「
要
は
活
用
の
仕
方
に
あ

る
。
子
供
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
、
ネ
ッ
ト
社
会
の

持
つ
危
険
性
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
重
要
｝
と
指
摘
ピ

具
体
的
手
法
と
し
て
、
危

険
を
伴
う
サ
イ
■
の

「
閲

覧
防
止
装
置
」
（
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
）
を
安
易
に
親

が
解
除
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
に
守
ら
れ
な
が
ら
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の

活
用
方
法
を
指
導
す
る
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

最
後
に

「
自
己
責
任
に

お
い
て
、
情
報
を
主
体
的

に
取
り
扱
え
る
よ
う
な
大

人
に
育
て
る
こ
と
。
何
か

あ

っ
た
ら
子
供
か
ら
相
談

さ
れ
る
親
子
関
係
を
築
い

て
ほ
し
い
」
と
締
め
，ヽ
く
っ

た
。


